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 連合総研は、2002年度から「現代福祉国家の再構築」をテ－マとしたシリ－ズ研究を進めてき

た。これを締めくくるものとして2006年１月に「現代福祉国家への新しい道研究委員会」を立ち

上げ、20世紀型福祉国家リニュ－アルの視点から現代福祉国家への新しい理念・デザインとこれ

を実現する主要課題のあり方等について調査・研究を行った。 

  本書はこの報告書であり、総論では、研究全体の結論として「21世紀福祉ガバナンス」論を提

起し、以下の各章において、この新しい福祉ガバナンスを実現するうえで不可欠な主要課題につ

いて論じるとともに、これからのあり方について提言した。終章では、社会変化と生活様式の変

容に対応した政策課題とそのプライオリティについて指摘し、加えて、現代福祉国家のあり方を

論じる際の関心テ－マについて研究委員同士の対談を掲載し、各論文では必ずしも触れられなか

った点を補足した。 

  本書で提起した方向は、市場主義とも、かつての利益誘導型「土建国家」とも、さらには20

世紀型福祉国家とも異なる、いわば「第４の道」ともいえる新しい選択肢である。 
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